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「生活を支える仕事」
　コロナ禍で日常生活も大きく変わってきて
います。みんなが生活を営む上で欠かせない
仕事が今注目されています。人のためになる
仕事、人を助ける仕事などをご紹介します。

「よくがんばりました。」　　　喜多川泰  著
　だんじりが駆けめぐる祭りの夜。決して交わ
ることのなかった父と息子に奇跡がおとずれ
…。今日もできる限りいい一日にしようと人生
を必死で生きている人たちへ送る、心の再生
物語。

　一般書
「ええじゃないか」　 　　　　  谷津矢車  著
「メガバンク銀行員ぐだぐだ日記」 

　目黒冬弥  著
「われ去りしとも美は朽ちず」  玉岡かおる  著
　児童書
「おなかをすかせたドラゴンとためいきゼリー」 

仁科幸子  作
「考えると楽しい地図」　　   今和泉隆行  著
「あのこ」　　　　　　　　 　樋勝朋巳  作

その他、たくさんあります。

読書感想画中央コンクール指定図書を紹介
します。読書によって得た感動を絵画で表現
してみてください。

　一般書　
「医者の僕が認知症の母と過ごす23年間のこと」  

森田豊  著
「ほどなく、お別れです（3）」  　 長月天音  著
「鑑定人 氏家京太郎」 　  　 中山七里  著
　児童書
「香君　下」 　 　  　 　 上橋菜穂子  著
「いいこでねんねできるかな」 きむらゆういち  作
「食糧危機のサバイバル」　  ゴムドリco.  文

11月16日（水）
10時30分～11時30分
町立図書館　多目的閲覧室
明星
おりがみ ・ サインペン ・ はさみ

町立図書館　おはなしルーム
10時30分～11時

11月24日（木）

「10代におすすめの本」 迷った時、感動したい時、知識を深めたい時にぜひ。
11月1日（火）から11月29日（火）まで　

11月17日（木）
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（10月2日　中国新聞）

横山 雄二
湊 かなえ

アンデシュ・ハンセン
　村 深月

アナウンサー辞めます
落日

運動脳
傲慢と善良

ハヤブサ消防団 池井戸 潤

7日㈪、 14日㈪、21日㈪、
28日㈪
図書整理日　30日㈬

　よつばクラブは障害のある方と地域の交流の場
です。
〈ダンス教室〉

11月13日（日） 13時30分～15時
11月27日（日） 13時30分～15時
町民センター 3階　会議室1
坂町ゆずりはの会

※詳しくは、役場民生課までお問い合わせください。

11月9日（水）10時～12時
12月7日（水）10時～12時
町民センター 2階　ロビー
飲み物

11月　1日（火）
11月15日（火）
11月22日（火）

町民センター3階会議室１
町民センター2階ロビー

10時～12時
（時間内の出入は自由です）

　聞こえる人と聞こえない人が、手話等を通して楽しく交流しています。手話がわからなくても、
「通じ合いたい」という気持ちさえあれば大丈夫です。様々な話題について語り合ったり、ゲーム
をしたりする中で、手話を学び、聴覚障害についての理解を深めています。

　子どもの発達を支援するために、次のようなサービスを利用することができます。

と　き

ところ
持参物

【サービスの利用の流れ】
①役場民生課に申請　　　　　　　　　　②サービス等利用計画案の作成
③民生課が支給決定（受給者証の交付）　　④利用したい事業所と契約
※詳しくは、役場民生課にお問い合わせください。

どなたでも（手話の経験問わず）対　象

と　き ところ

児童発達支援 原則として
未就学の子ども

身の回りのことの自立やコミュニケーションの力をつけ
る療育支援を提供するサービスです。

居宅訪問型
児童発達支援

未就学から
18歳未満の子ども

医療的なケアが必要などの重症児の自宅へ専門員が
出向いて療育支援を提供するサービスです。

放課後等
デイサービス

就学から高校卒業
までの子ども

放課後や学校以外の時間に、社会性や生活力を高め
るための療育支援を提供するサービスです。 

保育所等
訪問支援

未就学から小学生
くらいまでの子ども

幼稚園や保育園、学校などの子どもが通っている場所へ
専門員が出向いて療育支援を提供するサービスです。

サービス名 対　  象内　　容

と　き

ところ
主 催

　「子どもの発達が気になる・・・」「な
んだかいつも叱ってばかり・・・」そんな
日々の悩みや疑問を、同じ悩みを持つ
仲間たちや先輩ママに話してみませ
んか。

「ふーぷ」 茶輪会 よつばクラブ

今月の手話交流会 「ようよう」

子どもが対象のサービスについて


